
１１月１６日（土）海蔵学童の子どもたち４０名と、上野尚子先生含め職員３名と当研究会３名が

四日市エコパートナー事業である「ナロゲージ（路線が狭い）北勢線に乗ろう」と、安藤さんの

ご案内で町を散策しながら様々な体験をしました。　　　　北勢線は今年で開業110周年となり　

安藤たみよさんは、同市の市民グループ「北勢線とまち育みを考える会（ASITA）」の会長です。

１１：０５分着阿下喜駅に到着しました。　　　　　　　森の広場博物館（館長様のご案内）見学し

森の副産物・落ち葉・多種類の樹木やまつぼっくりや森の中にあるものをご用意いただきました。

それらを活用して、自分だけの感性を生かした工作づくりを行い、更には様々な体験場所から

軽便鉄道博物館では順番に電車にのりこみワイワイガヤガヤと楽しそうに運転までしていました。

本当に様々な体験場所をめぐり、15:00阿下喜駅発で戻りました。

ナロゲージ・北勢線に乗ろう!!
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https://www.ac-illust.com/main/detail.php?id=506629&word=%E9%9B%BB%E8%BB%8A&searchId=

